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· リモートセンシング学会
参加目的：

　学会で自分の研究成果を発表して、ほかの研究者からいろんなコメントを頂いた上で、他研究者の最新研究成果を拝見する。
その結果：

今回の学会で「ヘリコプタによる反射率観測データを用いた広葉樹林と草地におけるBRDFの影響評価」に関する研究内容を発表した。他研究者からの質問を通じて、自分研究に足りないところが明らかになった。それは今後自分の研究及び博士の論文に非常に有益である。

また、近い分野で研究された方の発表内容といろんな情報交換から、自分研究の進み方向などによい参考になりました。

●東海大学地域研究センター訪問（マングローブ林の共同調査と議論）

調査目的：
衛星データを用いて、全球植生純一次生産量を推定するアルゴリズムを検証するために、地上の観測から全球の植生に重要な役を占める熱帯雨林（マングローブ林）の植生純一次生産量を求めることである。

調査内容：
　東海大学地域研究センターに所属するマングローブ林観測地の毎木調査（樹高と胸高直径を含む）

調査結果：

　今回の調査はマングローブ林観測地の毎木調査、主に樹高と胸高直径の測定となりました。観測地にある西表島に日本にある七種類のマングローブがすべて揃った。その観測地に二種類があったのに、周りに六種類（オヒルギ、メヒルギ、ヤエヤマヒルギ、ヒルギモドキ、ヒルギダマシ、ヤマプシキ）のマングローブが見えました。残念ながら、輸送中のトラブルによる機器（FieldSpec FR）の不調のため、予定であったマングローブの反射率を測定することができなくなりました。

　樹高測定はGPS（全地球測位システム）受信機PathFinder Pro XR（Trimble製）とレーザーレンジファインダを合わせて行われました。その測定方法は伝統的にレーザーで樹高を測る方法と比べると、樹高の精度を向上させた上で、測定されたサンプル樹木の位置情報を取得することもできる。

　また、マングローブ樹木の特殊で、生産量を求める際に重要な参考となる胸高直径の定義が難しいです。東海大学先生が教えて頂いて、胸高直径を測るより、樹木の上から見る際に葉が最も広いところの円周を測った。今後、これらの地上観測データからマングローブの生産量を求める方法を学びたいと思っています。


